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国
は
、
ポ
リ
オ
の
定
期
予
防

接
種
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
単

独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

が
本
年
４
月
27
日
に
薬
事
承
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
９
月
１

日
か
ら
一
斉
に
、
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
を
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
切
り
替
え
後
の
定
期
接
種
は
、

接
種
方
法
が
皮
下
接
種
（
皮
下

に
注
射
）
に
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
接
種
回
数
も
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
２
回
接
種
か
ら
、
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
は
、

初
回
接
種
が
20
日
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
３
回
、
追
加
接
種
が

初
回
接
種
終
了
後
６
か
月
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
１
回
の
計
４

回
接
種
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
９
月
１
日
以

降
は
、
定
期
予
防
接
種
に
お
け

る
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団

接
種
は
中
止
し
、
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接
種
を
年

間
を
通
じ
て
実
施
し
ま
す
。
対

象
の
方
に
は
、
接
種
に
必
要
な

予
診
票
、
指
定
医
療
機
関
一
覧

表
、
接
種
方
法
変
更
の
お
知
ら

せ
な
ど
を
個
別
に
通
知
し
ま
し

た
の
で
、
指
定
医
療
機
関
で
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
対
象
者
の
抽

出
に
お
い
て
、
市
の
予
防
接
種

台
帳
に
は
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
を
任
意
接
種
で
受
け
ら
れ

た
方
の
接
種
歴
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
接
種
歴
に
応
じ
た

対
応
を
行
う
た
め
に
、
定
期
接

種
の
対
象
者
で
す
で
に
任
意
接

種
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
接
種

歴
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
場
所
　
市
内
指
定
医
療

　
機
関

▽
接
種
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
　
健
康
課
母
子
・
予

　
防
係
（
直
通
５
５
８
・
１
１

　
９
１
）

　
予
測
震
度
５
弱
以
上
の
地
震

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時

に
、
国
か
ら
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

を
利
用
し
て
送
ら
れ
て
く
る
緊

急
情
報
を
、
防
災
行
政
無
線
を

使
っ
て
確
実
に
皆
さ
ん
に
伝
え

る
た
め
、
緊
急
情
報
伝
達
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
の
試
験
配
信
も
あ
わ
せ
て

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試
験

　
放
送

　●

日
時
…
９
月
12
日
（水）
　
午
前

　
10
時
ご
ろ
と
午
前
10
時
30
分

　
ご
ろ
の
２
回

　●

放
送
内
容
…
「
こ
れ
は
、
試

　
験
放
送
で
す
（
３
回
繰
り
返

　
し
）
。
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ

　
い
あ
き
る
野
で
す
。
（
防
災

　
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
）
」

※
当
日
の
午
前
９
時
50
分
に
試

　
験
実
施
の
予
告
放
送
を
行
い

　
ま
す
。

▽
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア

　
メ
ー
ル
）
の
試
験
配
信

　●

日
時
…
９
月
12
日
（水）
　
午
前

　
10
時
ご
ろ

　●

配
信
内
容
…
緊
急
情
報
伝
達

　
試
験
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

　
端
末
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　●

そ
の
他

＊
携
帯
電
話
３
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

　
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト

　
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
）
の
携
帯

　
端
末
で
受
信
が
可
能
で
す

　
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信

　
機
能
を
備
え
た
携
帯
電
話
が

　
あ
れ
ば
、
受
信
登
録
手
続
き

　
や
通
信
料
金
は
不
要
で
す
）
。

＊
受
信
可
能
エ
リ
ア
が
市
内
に

　
限
定
さ
れ
ま
す
。

※
電
波
状
態
に
よ
っ
て
は
、
市

　
内
で
も
受
信
で
き
な
い
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係

　
８
月
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
要
件
に
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁
判
所

か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ

た
場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。
支

給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ
　
子
育
て
支

　
援
課
子
育
て
支
援
係
、
五
日

　
市
出
張
所
（
申
請
の
み
）

　
毎
年
９
月
の
第
３
月
曜
日
と

な
る
「
敬
老
の
日
」
と
は
別

に
、
老
人
福
祉
法
で
９
月
15
日

が
「
老
人
の
日
」
と
定
め
ら

れ
、
こ
の
日
か
ら
21
日
ま
で
の

１
週
間
が
「
老
人
週
間
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
老
人
週
間
に
お
け
る
市
の
事

　
業

　●

町
内
会
・
自
治
会
敬
老
行
事

　
…
各
町
内
会
・
自
治
会
で

　
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に

　
尽
く
さ
れ
て
き
た
高
齢
の
方

　
々
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う

　
意
味
か
ら
各
地
域
で
敬
老
行

　
事
を
行
い
ま
す
。
市
で
は
、

　
そ
の
経
費
に
対
し
て
一
部
を

　
助
成
し
て
い
ま
す
。

　●

最
高
齢
者
と
１
０
０
歳
到
達

　
者
訪
問
事
業
…
市
内
の
最
高

　
齢
者
（
市
内
最
高
齢
者
、
在

　
宅
の
男
性
最
高
齢
者
、
在
宅

　
の
女
性
最
高
齢
者
の
合
計
３

　
人
）
に
、
市
長
が
家
庭
な
ど

　
を
訪
問
し
て
長
寿
の
お
祝
い

　
を
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

　
中
（
４
月
１
日
か
ら
平
成
25

　
年
３
月
31
日
ま
で
）
に
１
０

　
０
歳
に
な
ら
れ
る
21
人
（
８

　
月
１
日
現
在
）
の
方
に
対
し

　
て
、
職
員
が
各
家
庭
な
ど
を

　
訪
問
し
て
１
０
０
歳
の
お
祝

　
い
を
し
ま
す
。

▽
年
間
を
通
じ
て
市
が
実
施
し

　
て
い
る
事
業
　
高
齢
の
方
々

　
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

　
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
年

　
間
を
通
じ
て
次
の
よ
う
な
支

　
援
を
し
て
い
ま
す
。

　●

各
種
見
守
り
事
業
…
新
聞
配

　
達
、
郵
便
配
達
、
ご
み
収

　
集
、
乳
酸
菌
飲
料
配
達
時
の

　
見
守
り
事
業
と
防
災
・
安
心

　
地
域
委
員
会
に
よ
る
見
守
り

　
事
業

　●

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
事
業
…
高
齢
者
が
家
庭
内
で

　
緊
急
事
態
に
陥
っ
た
と
き
、

　
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
で
東
京
消

　
防
庁
な
ど
に
通
報
し
救
助
を

　
行
い
ま
す
。

　●

高
齢
者
お
む
つ
等
給
付
事
業

　
…
３
か
月
以
上
お
む
つ
な
ど

　
を
使
用
し
て
い
る
要
支
援
１

　
か
ら
要
介
護
５
の
高
齢
者
に

　
対
し
て
、
月
額
５
０
０
０
円

　
を
限
度
と
し
て
お
む
つ
を
給

　
付
し
ま
す
。

　●

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
…
在
宅
で
食
事
の
調
理
が
困

　
難
な
高
齢
者
に
対
し
て
、
栄

　
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
昼

　
食
を
１
食
５
０
０
円
で
提
供

　
し
ま
す
。

　●

成
年
後
見
制
度
推
進
事
業
…

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に

　
対
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の

　
利
用
相
談
や
判
断
能
力
の
不

　
十
分
な
方
の
権
利
擁
護
相
談

　
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
の

　
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高

　
齢
者
支
援
係

防災行政無線などを
使った全国一斉の
緊急情報伝達試験を

実施します

ポリオワクチンの接種歴に応じた接種回数など

ポリオワクチン
接種済回数

ポリオワクチン
を全く受けて
いない方

不活化ポリオワクチンの接種間隔

不活化ポリオワクチンを接種する必要はありません

対象年齢

４回

不活化ポリ
オワクチン
の今後の接
種回数

初回接種を20日以上の間隔をおいて３回接種、
追加接種を初回３回目接種終了後６か月以上の
間隔をおいて１回接種、計４回接種

不活化ポリオワ
クチンを３回接
種した方

１回
追加接種を初回３回目接種終了後６か月以上の
間隔をおいて１回接種

※使用するワクチンは、単独の不活化ポリオワクチンです。
※９月１日時点では、薬事承認手続の関係で追加接種はできませんが、承認され次第接種が可能
　となります。

不活化ポリオワ
クチンを１回接
種した方

３回

１回接種終了後、20日以上の間隔をおいて初回
接種２回目、３回目を接種、追加接種を初回３
回目接種終了後６か月以上の間隔をおいて１回
接種、計３回接種

生後３か月
から７歳６
か月に至る
までの間に
ある方

生後３か月
から７歳６
か月に至る
までの間に
ある方

生ポリオワクチ
ンを１回接種し
た方

生ポリオワクチ
ンを２回接種し
た方

３回

生ポリオワクチン１回接種終了後、27日以上あ
けて初回接種２回目を接種、20日以上の間隔を
おいて３回目を接種、追加接種を初回３回目接
種終了後６か月以上の間隔をおいて１回接種、
計３回接種

不活化ポリオワ
クチンを２回接
種した方

２回

２回接種終了後、20日以上の間隔をおいて初回
接種３回目を接種、追加接種を初回３回目接種
終了後６か月以上の間隔をおいて１回接種、計
２回接種

ジ

ェ

イ

　

ア

ラ

ー

ト

　
夏
の
日
を
惜
し
む
か
の
よ
う

に
鳴
く
セ
ミ
の
声
が
一
段
と
激

し
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
目
が

眩
む
ほ
ど
強
い
日
差
し
が
降
り

注
ぐ
残
暑
の
厳
し
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
朝

夕
は
涼
し
く
な
り
、
散
歩
の
朝

に
栗
の
イ
ガ
が
笑
み
は
じ
め
て

い
る
の
が
ふ
と
目
に
入
り
、
秋

が
そ
こ
こ
こ
に
来
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
や
が
て
、
あ

き
る
野
市
名
物
の
秋
の
味
覚
が

増
え
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
で

す
。

　
９
月
は
五
穀
豊
穣
を
祝
う
神

社
の
祭
り
が
市
内
各
地
で
行
わ

れ
ま
す
。
五
穀
と
言
い
ま
す
が

今
は
ア
ワ
や
ヒ
エ
は
私
た
ち
の

食
生
活
で
全
く
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
儀
式
や
祭
り
の
出

し
物
に
は
伝
統
的
な
習
俗
や
文

化
遺
産
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
は
大
変
な
準
備
作
業
が
あ

り
、
地
域
の
人
た
ち
の
こ
の
伝

統
文
化
を
支
え
る
奉
仕
の
姿
に

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
は
祖

先
が
育
ん
で
き
た
文
化
を
大
切

に
守
り
、
子
孫
に
伝
え
る
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
１
日
、
旧
小
宮

小
学
校
が
自
然
体
験
学
校
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
先
祖
が
築

い
た
文
化
の
志
を
継
い
で
、
新

た
な
未
来
志
向
の
取
組
を
し

て
、
あ
き
る
野
市
の
豊
か
な
自

然
を
学
び
、
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
す
。
特
に
子
ど
も

た
ち
が
ふ
る
さ
と
の
森
林
や
川

の
自
然
を
理
解
し
、
多
様
な
生

物
の
命
を
育
む
本
物
の
自
然
に

触
れ
、
無
垢
な
心
と
体
を
磨
い

て
、
豊
か
な
感
性
を
持
っ
た
人

間
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
自
然
と
共
生
で
き
る
あ

き
る
野
市
創
造
へ
の
思
い
を
抱

き
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

小
宮
に
自
然
体
験
学
校
を
築
く

も
の
で
す
。


